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利活用に対応するための留意点（緑道部）
〇 緑道と東横堀川公園の一体的な利活用を想定
〇 まち側からのアクセス箇所を複数確保
〇 β本町橋からの連続性を確保
〇 電源･給水施設など将来の利活用を見据えた施設
〇 維持管理のための車両進入路の確保

利活用に対応するための留意点（水面・水辺部）
〇 フレキシブルな利活用が可能な水面の確保
〇 水上へのアクセス、水上アクテビティ実施への対応

※ 出入口付きの転落防止柵、係船設備等

利活用に対応するための留意点
〇 見通しの悪い河川屈曲部の航路幅（航行安全性）の確保

※ 新設護岸ライン⇒ 既設護岸前面 約２mの位置
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標準整備断面 イメージ図

② 整備イメージと現時点での留意点
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緑道･公園

新設護岸ライン
（既設護岸前面2m）
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河川内阪高橋脚
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航路範囲

「本町橋～農人橋」の区間は、周辺に区役所や警察署などの公共施設や防災船着場である本町橋船着場に隣接し、災害時の護岸の安全性確保の必要性が高い箇所である。また、令和3年8月に東横堀川における

水辺の賑わい創出の先駆けとして誕生した「β本町橋」の南側に位置し、整備により連続性のある賑わい創出が見込まれることから、令和４年度より耐震対策の先行工事を行う。

本町橋～農人橋間 整備平面 イメージ図

耐震対策で設置する新設護岸は、現況護岸より前の位置に整備し、機能上不要となる現況護岸は、まちと川の分断を解消するため、高さを切下げることにより、水辺空間を拡げ、水面が近くなる構造とする計画である。

その整備にあたっては、耐震と治水安全性の構造確保は前提条件とした上で、水面や水辺、緑道と公園の利活用、航行の安全性、利活用ニーズの変化（フレキシブル）への対応、維持管理などを見据えた整備が必要で

あり、現時点で上記のような点に留意していくものとしている。

 先行工事区間（本町橋～農人橋）の事業概要

 先行工事区間における留意点

(資料４－２）


